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   スタッフのヒトリゴト    

ウェルフェア イズ ラヴ      

 先日、新聞記事を見ていると、坂出市がインターネットでの誹謗中傷を防止するための条例を作成すると掲載され

ていました。「罰則は設けず、被害者の相談窓口を整備し、加害者への啓発に取り組む。」とのことです。 

 インターネット上に限らずですが、誹謗中傷を行わないことはとても大切なことではあるけれど、その一方で特

に、知的な面や発達特性においてハンディを有している方々に対しては、誹謗中傷という概念はとても抽象的であ

り、正当な批判や思想・言論の自由との線引きがとても難しいと感じます。 

 まず、知的な面や発達特性においてハンディを有している方は、どうしても感情をコントロールすることが難しい

場合が多いため、時として相手に対して過剰に攻撃的な言動を取りやすいことに加えて、相手の気持ちを想像するこ

とへの困難さがある場合が多く、「これを読んだら（言われたら）相手がイヤな気持ちになるかも…。」というブレー

キが掛かり辛い。 

 相手に対して時として批判的な意見や態度を取ること自体は、悪いことではない。自分なりにそう考える正当な理

由があってのことならば、健全な批判は必要なこともある。建設的な批判と過剰な攻撃的態度を隔てる一線は本当に

微妙で判別が難しい…。誹謗中傷防止の取り組み自体は素晴らしいことと思いますが、それが「自分の意見や思いを

発してはいけない。」と間違って受け止められることがないような工夫。また逆に、好きなだけ相手を攻撃して良い

訳でもない。そこを正しく伝える工夫。とても難しいけれど、大切な視点と考えます。 

 先日、地域のリハビリテーションセンターで行われた『ボッチャ交流大会』にレクリエーション活動の仲

間と一緒にチームを作って参加しました。結果は、仲間の活躍のお陰でどうにか予選リーグを通過したけど、

決勝トーナメント初戦敗退でした。 

 成績としてはあまり誇れるものではないかもしれないけれど、仲間と一緒にボッチャを 4 試合楽しめて良

かった♪パラスポーツ種目の 1つである『ボッチャ』。障がいの有無に関わらず楽しめる、ゲーム的要素も多

分にある競技です。広まってくれると嬉しい      
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転載や拡散、配布大歓迎！！ 

来週号も乞うご期待      

 先日の報道で、総務省から『社会的養護に関する調査―里親委託を中心としてー結果報告書』が公表されたことを

知り、インターネット上で公開されていたので当事業所代表も読んでみました。 

 気になったのは、「里親登録をしている世帯の約 7割が未委託里親である」ということ。そして、未委託である理

由が、「里親の希望に合う児童がいない」、「家庭事情等により一時的に里親が委託を希望していない」、「里親が養子

縁組を希望している」等、里親側の都合による理由が多かったことには正直違和感を覚えました。 

 『里親』は善意のボランティアで希望すれば誰でも成れるというようなものではありません。児童相談所で定めら

れた研修を受講し、認められて初めて里親として登録し、里子の養育ができる。何よりも、例えば「こどもが欲しい」

というような里親側の希望で里子を養育する訳ではなく、「こどもの最善の利益のために」適切な里親にこどもが託

され、養育が依頼される制度です。当事業所は、『里親』も立派な専門職だと認識しています。何か、一番大切な部

分が充分に周知・指導されていないのではないかと感じました。 

 ただ、児童相談所としても、「対象となる児童にとって何が最適かを考えて委託を行っているため、児童にとって

望ましいと思われる里親がいれば、里親の希望に合わない場合でも委託の打診を行っている。」との見解がある一方

で、「里親の希望に合わない児童を委託したことにより里親不調となることは、児童に悪影響と考えており、そのこ

とを避けるために里親の希望に合わない児童は委託しない」との見解もあるようで、児童相談所としても悩みながら

の判断なのかもしれません。「何のため？誰のため？の仕事」かを、常に意識の中心に置き支援を行いたいですね。 

 「ソーシャルワーカーデーinかがわ 2024実行委員会」が、7月 15日（ソーシャルワーカーデー）に、『100

枚のふくしフォトパネル展』を企画しているようで、6 月 25日（火）まで作品募集を行っているとのことで

す。「ふくしの仕事のやりがいや醍醐味を伝え、ソーシャルワークやケアワークを具体的なカタチでイメージ

してもらう写真。」とのこと。関心がある方は、個人情報や肖像権に注意を払ったうえで、応募されてみては

いかがでしょうか。詳細は下記リンクをご参照下さい。 

 【作品募集】100 枚のふくしフォトパネル展 | お知らせ | 社会福祉法人 香川県社会福祉協議会 

(kagawaken-shakyo.or.jp) 
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